ね ず だいかん のん にげんきん 

根津の 大観 音に 近く、 金 田夫 人の 家 や 二弦琴の 師 

らく うんかん 

匠 や 車 宿 や、 ないし 落 雲 館 中学な どと、 いずれも 

『吾輩 は 描で ある』 の 編 中で なじみ 越しの 家々 の 間に、 

くしゃみ きょ 

名札 もろく に はって ない 古べ いの 苦 沙弥 先生の 居 は、 

にし かたまち 

去年の 暮れ おしつまって 西片 町へ 引き越された。 君、 

こんどの 僕の 家 は 二階が あるよ と 丸 善の 手代み たよ 

ぐんしょたい リ ひげ そうせきし 

うに 群 書 堆裡に 髭 を ひねりながら 漱石 子が 話して い 

られ ると、 緑 側で ゴソ ゴソ 音が する。 見て いると 三 

しょ-つじ 

毛 猫の 大きな やつが 障子の 破れから ぬう と 首 を 突き 

出して、 二 ヤンと こちら を 向きながら ないた。 



あの 猫 はね、 こっちへ 引き こして きてから も、 もと 

の千駄 木の 家へ おりおり 帰って 行く の だ。 この間 も 道 

であい つが 小便 を たれて いると ころ をう まくと つつか 

まえて 連れて 戻った。 やつば しもとの 家と いう もの は 

恋しい もの かな あ。 II 何、 僕の 故 家 かね、 君、 軽蔑 

して は 困る よ。 僕 はこれ でも 江戸っ子 だよ。 しかし だ 

いぶ 江戸っ子 でも 幅の きかない 山の手 だ、 牛 込の 馬場 

下で 生まれた の だ。 

おやじ なぬし 

父親 は 馬場 下町の 名主で 小兵 衛 といった。 別に 何も 

商売 はして いなかつ たの だ。 何でも あの 名主なん かい 
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